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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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うちの子
家で勉強しないんです
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災害に備える。 P.8

移 築 民 家移 築 民 家
い ちく みん かい ちく みん か

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　さきたま古
こ

墳
ふ ん

公
こ う

園
え ん

内
な い

にある「移
い

築
ち く

民
み ん

家
か

」。江
え

戸
ど

時
じ

代
だ い

と明
め い

治
じ

時
じ

代
だ い

に建
た

てられた民
み ん

家
か

を園
え ん

内
な い

に移
い

築
ち く

したもので、家
い え

の中
な か

を見
け ん

学
が く

できるから、当
と う

時
じ

の生
せ い

活
か つ

の様
よ う

子
す

を知
し

ることができるんだ。
　ここで、フラべぇに質

し つ

問
も ん

！なぜ、古
こ

墳
ふ ん

を中
ちゅう

心
し ん

とした公
こ う

園
え ん

に
民
み ん

家
か

が公
こ う

開
か い

されているのか知ってる？
【フラべぇ】（・・・）
　もう、のんびり日

ひ

なたぼっこしている場
ば

合
あい

じゃないですよ。
園
えん

内
な い

にある「さきたま史
し

跡
せき

の博
はく

物
ぶ つ

館
か ん

」は、平
へい

成
せ い

18年
ね ん

までは考
こう

古
こ

と民
みん

俗
ぞ く

の博
はく

物
ぶ つ

館
か ん

だったんだ。だから、古
こ

墳
ふん

から出
しゅつ

土
ど

した土
ど

器
き

や
埴
はに

輪
わ

を紹
しょう

介
か い

するだけでなく、昔
むかし

の農
のう

家
か

も移
い

築
ち く

されているんだよ。
【フラべぇ】知

し

らなかったよ。もっと行
ぎょう

田
だ

の歴
れ き

史
し

や名
め い

所
し ょ

を勉
べ ん

強
きょう

して、行
ぎょう

田
だ

博
は か

士
せ

を目
め

指
ざ

すね。

　1月26日、グリーンアリーナで第24回行田市なわとび大会が行われま
した。個人の部、団体の部に出場した市内の小学生282人は、自分たちの
最高記録を更新することを目標に、時間とびなどの競技に臨みました。
選手たちは軽快なリズムで跳び続け、さわやかな汗を流していました。

　

江
戸
時
代
、
忍
城
下
へ
の
北
の
入
口
で
あ
っ

た
の
が
、
現
在
の
忍
1
丁
目
の
六
ツ
門
交
差
点

付
近
に
あ
っ
た
谷
郷
口
で
し
た
。
こ
こ
に
は
谷

郷
口
門
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
門
番
が
明
六
ツ

（
午
前
６
時
）
に
門
を
開
け
、
暮
六
ツ
（
午
後
６

時
）
に
門
を
閉
め
た
こ
と
か
ら
、「
六
ツ
門
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
谷
郷
口
門
は
、
忍
城
が
廃
城
と
な
っ
た

後
、
明
治
22
年
（
1
8
8
9
）
に
加
須
市
の
總そ

う

願が
ん

寺じ

に
移
築
さ
れ
、
同
寺
の
黒
門
（
西
門
）
と

し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

谷
郷
口
か
ら
は
、
北
に
向
か
っ
て
和
田
、
上

池
守
、
南
河
原
、
北
河
原
を
経
て
妻
沼
へ
と
通

じ
る
妻
沼
道
と
、
西
に
向
か
っ
て
現
在
の
県
道

弥
藤
吾
行
田
線
と
同
じ
ル
ー
ト
で
皿
尾
に
抜
け
、

持
田
を
経
て
熊
谷
に
至
る
熊
谷
道
の
二
つ
の
街

道
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
谷
道
に
は
、

皿
尾
で
長
大
道
と
も

呼
ば
れ
た
も
う
一
つ

の
妻
沼
道
が
合
流
し

て
い
ま
し
た
。

　

二
つ
の
妻
沼
道
が

通
っ
て
い
た
星
宮
地

区
は
、
古
墳
時
代
末

期
ご
ろ
に
、
埼
玉
県

内
最
大
規
模
の
条
里

忍
城
物
語

江
戸
時
代
の
忍
城
を
歩
く
4

　北
か
ら
城
内
へ

行田

歴
史
系
譜

12

228

制
（
行
田
熊
谷
条
里
）
が
敷
か
れ
た
、
埼
玉
県

を
代
表
す
る
歴
史
あ
る
穀
倉
地
帯
で
、
江
戸
時

代
に
は
こ
の
地
域
で
取
れ
た
米
だ
け
を
「
忍
蔵

米
」
と
呼
ん
で
い
た
と
の
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
話
の
真
偽
は
不
明
で
す
が
、「
忍
蔵
米
」
が

評
判
の
良
い
米
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
嘉

永
４
年
（
1
8
5
1
）、
江
戸
で
発
行
さ
れ
た

「
諸
国
豊
作
一
覧
」
と
い
う
米
の
番
付
に
、「
武
州

忍
蔵
米
」
が
前
頭
の
上
位
と
か
な
り
高
い
格
付

け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、江
戸
時
代
末
期
、

江
戸
の
酒
屋
か
ら
下
奈
良
村
（
現
熊
谷
市
）
の

名
主
に
あ
て
た
手
紙
に
、「
先
に
忍
御
蔵
米
を
買

付
け
頂
き
ま
し
た
が
、誠
に
格
好
な
も
の
で
・・・
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
郷
口
門
は
、
星
宮
地
区
の
穀
倉
地
帯
で
取

れ
た
「
忍
蔵
米
」
な
ど
を
忍
城
下
に
運
び
入
れ

た
門
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

こ
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
「
忍
蔵
米
」

は
、
愛
宕
神
社
脇
の
代
官
所
を
通
っ

て
行
田
町
へ
、
あ
る
い
は
三
共
石
油

元
町
給
油
所
そ
ば
に
あ
っ
た
地
獄
橋

を
渡
り
、
帯お

び

曲ぐ
る

輪わ

を
経
て
現
在
の
ホ

ザ
ナ
幼
稚
園
付
近
に
あ
っ
た
忍
城
の

米
蔵
へ
と
運
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

（
※
忍
城
物
語
は
今
回
で
終
了
で
す
。）

　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

總願寺の黒門




